
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

こ
ろ
多
く
、
代
議
員
・
特
別

代
議
員
と
も
委
任
さ
れ
る
方

も
い
ま
し
た
が
、
役
員
を
含

め
１
０
５
名
の
参
加
者
で
大

会
は
成
立
し
ま
し
た
。
大
会

は
石
田
副
執
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
で
始
ま
り
諸
役
員
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。
冒
頭
に

織
か
ら
特
別
報
告
「
じ
ん
肺

闘
争
報
告
・
能
登
半
島
地
震

の
状
況
・
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部

会
」
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

執
行
部
を
代
表
し
て
角
田
執

行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
角

田
執
行
委
員
長
は
、「
い
ま
日

本
は
、
世
界
的
な
経
済
再
編

成
の
大
波
と
自
民
党
政
治
の

行
き
詰
ま
り
、
平
成
不
況
の

長
期
化
の
な
か
で
、
未
曾
有

の
困
難
に
直
面
し
て
い
ま

す
。
支
配
層
は
、
行
き
詰
ま

っ
た
自
民
党
政
治
を
政
治
・

社
会
体
制
の
反
動
的
再
編
に

よ
っ
て
切
り
抜
け
よ
う
と

し
、
労
働
者
に
対
し
て
は
日

経
連
の
『
新
日
本
的
経
営
』

戦
略
に
よ
っ
て
一
部
の
幹
部

労
働
者
と
大
部
分
の
不
安
定

労
働
者
に
再
編
し
、
大
量
の

無
権
利
・
低
賃
金
労
働
者
を

作
り
出
し
て
、
高
利
潤
体
制

を
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。」、「
当
時
の
時
代
認
識
を

背
景
に
、
建
交
労
は
労
働

者
・
国
民
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
政
治
・
経
済
に
抗
う
た

め
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
、
強
大
な
民
間
単
産
を

つ
く
る
こ
と
、
あ
わ
せ
て
、

「
た
た
か
う
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
全
労
連
」
運
動
の
前

進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
標

に
２５
年
間
歩
み
続
け
て
き

た
わ
け
で
す
。」
と
述
べ
「
建

交
労
の
強
み
は
多
業
種
産
別

で
す
。
こ
の
利
点
を
活
か
し

て
組
織
を
強
く
大
き
く
し
て

い
こ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。 

 

大
会
初
日
は
、
来
賓
あ
い

さ
つ
と
各
議
案
提
案
、
３
組

そ
し
て
、
夜
に
は
２５
周
年
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
中

央
本
部
役
員
に
よ
る
寸
劇
や

各
地
方
協
議
会
に
よ
る
催
し

で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

建
交
労
第
２６
回
定
期
大

会
は
、
８
月
３１
日
か
ら
９
月

２
日
の
３
日
間
、
台
風
１０
号

が
日
本
列
島
を
直
撃
す
る

中
、
群
馬
県
安
中
市
・
磯
部

ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
台
風
の
関
係
上
、
列
車

が
運
転
取
り
や
め
に
な
る
と
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２
日
目
は
、
午
前
９
時
か

ら
討
論
が
始
ま
り
、
大
阪
か

ら
の
発
言
者
は
関
西
支
部
・

本
多
代
議
員
、
本
多
代
議
員

は
「
ト
ラ
ッ
ク
・
生
コ
ン
業

種
」
の
運
動
と
交
渉
経
過
に

つ
い
て
報
告
。
関
西
合
同
支

部
・
長
谷
川
代
議
員
は
「
大

田
貨
物
の
偽
装
請
負
裁
判
」

の
裁
判
終
結
と
御
礼
、
今
後

の
職
場
で
の
た
た
か
い
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新役員体制 

執行委員長  足立 浩 

副執行委員長 川路 潔 

副執行委員長 森谷 稔 

書記長    廣瀬 肇 

書記次長   鈴木 正明 

書記次長   福富 保名 

 

関西から選出された役員 

執行委員 藤川 拓 大阪 

執行委員 荻田 智 大阪 

執行委員 高木 哲次 兵庫 

 

今大会に角田季代子執行委員長と石田進副執行委員長が退任され

ました。また、新執行部に神谷高志さんが新たに選出されました。 
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は
、
全
国
青
年
部
を
代
表
し
て

反
核
学
習
会
・
平
和
行
動
の
取

り
組
み
な
ど
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
３
日
目
に
は
、
組
織
拡
大

表
彰
・
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
・
機

関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

大
阪
合
同
支
部
の
『
ニ
ュ
ー

ス
・
ウ
ィ
ク
リ
ー
』
が
優
秀
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。
ま
た
、
役

員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
執
行
委

員
長
に
足
立
浩
さ
ん
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
阪
か

ら
藤
川
拓
中
央
執
行
委
員
、
荻

田
中
央
執
行
委
員
が
再
任
と

な
り
ま
し
た
。
な
お
、
今
大
会

で
角
田
執
行
委
員
長
と
石
田

副
執
行
委
員
長
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。 

 

在
任
中
の
ご
奮
闘
と
尽
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

ま
た
、
大
阪
か
ら
の
参
加
で
村
上
さ
ん

が
全
国
ト
ラ
ッ
ク
部
会
か
ら
酸
素
部

会
と
し
て
の
取
組
み
報
告
。
森
田
さ
ん

が
全
国
労
職
部
会
を
代
表
し
て
運
動

と
新
た
に
３
０
０
人
の
仲
間
を
向
か

い
入
れ
た
事
な
ど
を
報
告
。
神
原
さ
ん



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事
業
主
で
あ
り
な
が
ら
、
１

月
に
ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し

た
。
お
風
呂
に
設
置
す
る
機

材
単
価
を
引
き
上
げ
る
為
に

行
っ
た
ス
ト
ラ
イ
キ
は
２
日

間
に
お
よ
び
ま
し
た
が
、
組

藤
執
行
委
員
、
関
西
支
部
・
藤

長
代
議
員
、
神
田
支
部
・
井
口

代
議
員
、
大
会
書
記
長
は
、
藤

川
執
行
委
員
で
し
た
。
冒
頭
に

執
行
部
を
代
表
し
て
前
村
執

行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
。
前
村

委
員
長
は
、「
岸
田
政
権
が
誕

生
し
、
約
３
年
、
ア
メ
リ
カ
に

言
わ
れ
る
ま
ま
に
、
大
軍
拡
・

ア
メ
リ
カ
と
一
緒
に
戦
争
出

来
る
国
づ
く
り
に
突
き
進
み
、

日
米
軍
事
同
盟
と
核
共
有
、
憲

法
違
反
の
敵
基
地
攻
撃
能
力

の
た
め
の
大
軍
拡
予
算
を
強

行
成
立
さ
せ
た
。
国
の
あ
り
方

を
大
き
く
変
え
る
悪
法
を
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と

岸
田
政
権
を
厳
し
く
糾
弾
。
ま

た
、「
長
引
く
不
況
と
円
安
・

燃
料
高
騰
・
食
料
品
な
ど
、

様
々
な
物
が
値
上
が
り
し
て

い
る
。
一
部
の
大
企
業
・
富
裕

層
だ
け
が
肥
え
太
る
政
治
が

行
わ
れ
て
い
る
。
思
想
信
条
の

自
由
を
保
障
す
る
の
は
原
則

 

大
阪
府
本
部
第
２６
回
定
期

大
会
は
、
９
月
８
日
（
日
）
国

労
大
阪
会
館
に
お
い
て
、
午
前

１０
時
か
ら
終
日
で
開
催
し
ま

し
た
。
大
会
は
、
本
多
副
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
大

会
諸
役
員
を
任
命
。
大
会
議
長

に
は
、
此
花
支
部
・
山
本
代
議

員
、
関
西
合
同
支
部
・
太
田
代

議
員
、
議
事
運
営
は
、
執
行
部

か
ら
北
山
執
行
委
員
、
大
阪
合

同
支
部
・
岡
本
代
議
員
、
兵
庫

合
同
支
部
・
上
田
代
議
員
、
資

格
審
査
に
は
、
執
行
部
か
ら
佐

で
す
。
労
働
者
・
国
民
を
苦

し
め
る
政
治
を
や
め
さ
せ
る

た
め
に
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
秋

に
行
わ
れ
る
解
散
総
選
挙
の

準
備
も
必
要
。
組
合
員
を
は

じ
め
、
職
場
の
全
労
働
者
に

『
政
治
は
変
え
ら
れ
る
。
憲

法
が
活
き
る
平
和
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
し

よ
う
！
』
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。 そ

の
後
、
大
阪
府
本
部
第

２６
回
定
期
大
会
に
来
賓
と

し
て
お
越
し
頂
い
た
大
阪
労

連
・
永
井
副
議
長
と
日
本
共

産
党
・
辰
巳
コ
ー
タ
ロ
ー
衆

議
委
員
議
員
比
例
予
定
候
補

か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け
ま
し

た
。
永
井
副
議
長
は
、「
大
阪

府
本
部
運
動
方
針
の
２
７
ペ

ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い
る

『
政
府
に
よ
る
中
小
企
業
へ

の
援
助
金
支
援
』
に
触
れ
、

ま
さ
に
中
小
企
業
は
賃
上
げ

出
来
る
だ
け
の
経
営
体
力
が

な
い
。
こ
の
問
題
を
解
決
す

る
に
は
政
府
の
支
援
が
必

要
。」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
共
産
党
・
辰
巳

コ
ー
タ
ロ
ー
衆
議
院
議
員
予

定
候
補
は
、「
裏
金
問
題
に
蓋

を
す
る
自
民
党
政
治
か
ら
国

民
の
い
の
ち
暮
ら
し
を
守
る

政
治
へ
転
換
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
も

秋
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
濃
厚

と
な
っ
た
解
散
総
選
挙
で
自

民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」
力
強
く
語

り
ま
し
た
。
挨
拶
後
は
、
代

議
員
と
役
員
出
欠
状
況
を
確

認
し
、
大
会
議
長
か
ら
大
会

成
立
宣
言
を
行
い
、
各
議
案

提
案
に
入
り
ま
し
た
。 

 
 

  

昼
食
後
は
、
討
論
に
入
り
８

名
の
代
議
員
か
ら
発
言
が
あ

り
ま
し
た
。
最
初
に
、
関
西

ダ
ン
プ
支
部
・
烏
川
代
議
員

か
ら
は
、
関
西
ダ
ン
プ
支
部

２
０
２
４
年
度
の
た
た
か
い

と
要
求
が
前
進
し
た
報
告
。

「
三
和
サ
ー
ビ
ス
は
、
個
人
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き
ま
し
た
。
今
年
の
討
論

は
、
活
発
な
討
論
で
運
動 

方
針
を
補
強
す
る
発
言
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

画
期
的
な
要
求
実
現
の
報

告
も
あ
り
ま
し
た
。
討
論

後
は
、」
各
議
案
採
決
に
入

り
、
１
号
議
案
か
ら
７
号

議
案
ま
で
満
場
一
致
で
採

択
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会

は
、
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、

新
執
行
部
が
誕
生
。
同
時

に
長
年
に
渡
り
、
建
交
労

大
阪
府
本
部
役
員
の
中
心

と
し
て
活
躍
い
た
だ
い

た
、
阪
口
副
委
員
長
、
鷹

巣
副
委
員
長
が
退
任
さ
れ

ま
し
た
。
建
交
労
大
阪
府

本
部
の
組
織
に
尽
力
い
た

だ
い
た
両
名
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
最
後
に
前
村

委
員
長
に
よ
る
団
結
が
ん

ば
ろ
う
！
で
大
会
を
締
め

く
く
り
ま
し
た
。 

 

全
体
の
参
加
者
は
、
役

員
１３
名
、
代
議
員
３３
名
、

書
記
１
名
で
し
た
。 

 
関
西
支
部
・
東
代
議
員
か

ら
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
労
働
者

の
２
０
２
４
年
問
題
と
改

善
基
準
告
示
の
法
律
に
は

不
備
が
あ
る
。
ト
ラ
ッ
ク

労
働
者
の
労
働
環
境
改
善

に
向
け
て
奮
闘
し
た
い
」

と
決
意
が
語
ら
れ
ま
し

た
。
関
西
支
部
・
山
本
代

議
員
か
ら
は
、「
定
年
退
職

に
よ
っ
て
そ
し
き
が
減
少

す
る
。
こ
の
問
題
を
解
決

し
な
け
れ
ば
組
織
拡
大
に

繋
が
ら
な
い
。」
と
組
織
の

強
化
に
つ
い
て
発
言
。
関

西
支
部
・
松
田
代
議
員
・

福
山
代
議
員
か
ら
は
、「
解

散
総
選
挙
が
秋
に
行
わ
れ

る
、
労
働
組
合
と
し
て
積

極
的
に
取
り
組
む
決
意
。

ま
た
、
平
和
行
進
に
参
加

す
る
建
交
労
の
組
合
員
が

少
な
い
。
も
っ
と
取
り
組

み
を
強
化
す
る
べ
き

だ
。」、「
府
本
部
財
政
が
ひ

っ
迫
し
て
い
て
も
宣
伝
カ

ー
は
維
持
し
て
い
く
べ
き

だ
。」
と
の
意
見
も
い
た
だ

大
・
強
化
」
の
取
り
組
み
報
告
。

関
西
支
部
・
高
橋
代
議
員
か
ら

は
、「
大
久
保
建
材
の
春
闘
で

２
万
円
引
き
上
げ
た
経
緯
と

日
々
雇
用
労
働
者
の
現
状
と

１
日
の
就
労
賃
金
を
２
千
円

引
き
上
げ
た
」
こ
と
の
報
告
。

ず
、
夏
季
一
時
金
は
昨
年
実
績

１０
万
円
か
ら
倍
額
と
な
る
２０

万
円
の
回
答
を
引
き
出
し
た
」

こ
と
を
報
告
。
関
西
合
同
支

部
・
岡
田
代
議
員
は
「
２３
秋
季

年
末
・
２４
春
闘
・
２４
夏
季
一

時
金
闘
争
の
報
告
と
組
織
拡
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 合
側
が
要
求
し
た
金
額
の
満
額

回
答
を
引
き
出
し
他
こ
と
。
ま

た
、
高
槻
砕
石
は
ダ
ン
プ
の
一

人
親
方
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら


